
研究の概要・特徴

人生100年時代を支える高齢者の住まい環境の検証

【 論 文 】足立泰美（2024）「人生100年時代における多世代の住環境整備サービス付き高齢者住宅が介護保険財
政に与える影響」「心の危機と臨床の知」vol.25掲載

【キーワード】高齢者の住まい ライフステージ 介護保険財政

💡 新規性・優位性 💡 実用化によって期待される効果

【新規性】
●入居ニーズが底堅い介護施設分野において、
民間企業が参加可能なサービス付き高齢者向け
住宅（サ高住）に注目し、ゾンビ―企業や入居
率低下の賃貸アパートからの転換を図ったサ高
住のM＆Aを提案する点にある。

●ライフステージに合わせた住まいの提供を
目指して、株式として複数法人で展開する
ビジネスモデルを提案する点にある。

【優位性】
民設民営のサ高住が公設公営の特養等に代替・
補間することで、介護総費用の増加の抑制と
保険料の適正化を示す点にある。

本研究の実用化によって、高齢者人口が
2040年までは増加トレンドにあるなかで、
シニア層の住宅ニーズを介護市場に反映
させたビジネス展開が期待される。

経済学部 教授 足立 泰美

教員の連絡先：adachi@konan-u.ac.jp 

出典）国土交通省（2020）「高齢期の居住の場とサービス付き高齢者向け
住宅の現状に関する調査報告」より抜粋

【研究の概要】
介護保険財政が一層厳しくなるなかで、ライフステージ
に応じた高齢者のニーズの変化及び、団塊世代の後期
高齢者への突入や団塊ジュニア世代の前期高齢者の
突入によって、質的にも量的にもサービスの提供体制の
見直しが求められている。本研究は、定員割れが進む
特別養護老人ホームで民設民営よりも公設公営が入
所率が低い実態に注目し、民間企業の算入を図った持
続可能な高齢者の住まいの提供を検討する。

【成果指標】
具体的には、ライフステージに合わせた高齢者
の住まいに関するビジネスモデルの提案するとと
もに、既存の施設の代替・補間の効果をシミュ
レーションによって明らかにする。


